
はじめに
魯迅は中国現代白話文の生みの親の一人である。五・四運動前後、胡適が『新青年』で

白話文運動を提唱した際2)、魯迅はこれに呼応し、『狂人日記』、『阿Ｑ正伝』などの名作を
世に問い、白話文学の典型を広く示したわけである。しかし、魯迅にとっての日本留学
は、その文学創作の養成期であったと言えるにもかかわらず、魯迅作品と日本語ないし日
本文学との関係については、いまだに研究者の間で重要視されたことはなかった。筆者の
把握したところ、魯迅作品の日本語的要素に関する研究成果は皆無である。これは、魯迅
自身が自らの日本留学については余りにも発言が少な過ぎるのも関係しているが、従来の
魯迅研究者の間には、日中両国の言語と文学に関してある程度の隔たりがあった事も影響
していると思う。中国の魯迅研究者の中には日本語の分る人が少なく、日本側の研究者も
魯迅作品を全くの中国語の原典と見なしたため、魯迅作品にある日本語的要素は見落され
る羽目になっていたのが現状である。
筆者は日本留学の経験者であり、また幸いにも魯迅と同じく紹興地域の出身者である。

魯迅作品を読むたびに、その作品の中にある日本語的要素としばしば出会った経験があ
る。そこで、魯迅作品を通して、現代中国語と日本語の関係を探ってみようと思うように
なった。本稿はその最初の試みである。
本稿は以下のような仮説に基づいている。日中両国の文化交流は日中同形語に反映され

ているはずだが、日中両国とも同じく漢字を使用しているため、どちらが先であったかを
特定するのはなかなか難しい。たとえ特定が可能であっても民族感情に左右され、必ずし
も客観的な結論に導くことができるとは限らない。しかし、客観的な事実としては、日中
同形異義語は特定の作者の作品に大量に存在しており、まるで砂浜に散在している「石」
の如く、その時代の文化交流の潮流がかつて到達していたレベルを物語る証となってい
る。このような「石」の存在は、両国文化交流の道しるべにもなっている。その代表的な
ものは他ならぬ魯迅作品である。

魯迅作品における日本語的表現要素について1）
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このような両国文化交流の「標石」を発見・分析するには、通常の言語研究によく用い
られる統計学的な分析手法は適切ではないと筆者は考える。一言にまとめれば、それを発
見・分析するには具体的な作品を当時の時代環境に照らしながら、言語環境に還元してか
ら、語句ごとに吟味しなければならないからである。
それでは、まず日中同形語から考えてみよう。

1．日中同形語と「日語借詞（日語外来語）」
日中同形語は、日中両国の長い文化交流の歴史の中で形成された特有な文化現象であ

り、言語研究の視点から見ると、一般的には語彙論で取り扱うべきものであろう。しか
し、本稿では、特に魯迅作品を対象として、その中に用いられた日本語的表現要素を一括
して分析したいと思う。したがって、本稿で言う日中同形語は、単なる語彙論的な概念を
意味するだけではなく、日中両国言語の文法的比較や社会風習に由来する言語習慣の相違
も視野に入れていることを、まず断っておきたい。
周知の通り、日中同形語が形成された歴史の中には、日中両国にとって、文化の輸出と

逆輸入というプロセスが存在している。おおよそ、中国の隋唐時代（西暦6世紀～8世
紀）、日本は中国文化を学ぶため、数多くの留学僧、留学生を中国に派遣し、大量の中国
の古代典籍を日本に持ち帰り、それを基にして日本民族の独特な漢文文化を創り上げた。
これらの漢文漢語は、今日の日本語の中にも漢字表記として有機的に織り込まれている。
それは例えば「来、去、一、二、三、天、地」などの単音節語彙に多く見られる。しか
し、近代社会に入ると、情況が一変した。今度は日本文化が時代の先端を歩むようになっ
た。明治維新以来、日本は「脱亜入欧」の国策の下で、積極的にヨーロッパの先進技術や
文化を導入することに成功し、漢字の構詞原則に基づき、大量の現代社会・科学・技術用
語を創出した。例えば「革命、政治、国家」などがそうである。これらの新しい用語は、
中国からの留学生、または政府間交流の役人および商人らの手によって、日本から中国に
逆輸入された。それらは主に二音節および多音節の語彙が多かった。日本語が中国語と同
じく漢字表記を使用している以上、前者の中国語から日本語に輸入された漢字同形語を分
析する必要がないため、日本の言語学界は、主に後者の日本語から中国語に逆輸入された
漢字同形語を対象にして、「日中同形語」と名づけた。
しかし、前述したような日中同形語に対する考え方は、あくまでも日本語の立場に立っ

て考えたものである。中国の言語学界では「中日同形語」という概念を使っていない。な
ぜならば、中国の立場に立って考えれば、漢字そのものは中国固有のものであり、日本語
の中の漢字表記も、中国から習った漢字の構造原則に基づいて造られたものであるから、
同じ形を呈しているのは当然なことであった。したがって、中国の言語学界は「中日同形
語」という言い方を使用せず、「日語借詞」（日本語から借用した語彙）もしくは「日語外
来語」という概念を使用するのが一般的である。
最初に「日語外来語」という概念を提起したのは、1958年出版された高名凱、劉正琰の

『現代漢語外来詞研究』3)である。高・劉両氏は「日語外来語」について次のように述べた。
「これらの外来語は我々のほとんどすべての文化部門、生活分野に『侵入』し、政治、経
済、文学、芸術、哲学、科学、文化、教育などの領域だけではなく、たとえば日常生活の
中の衣、食、住、行の各方面にも少なからず外来語が使われていたのである4)」。高・劉の
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この観点はたちまち中国言語学界に注目され、1958年から1959年まで、中国言語学会の機
関誌である月刊誌『中国語文』で広範囲な論争を巻き起こした。まず、王立達が『中国語
文』2月号で論文を発表し、高・劉の論点に賛成しながらも、さらに一歩踏み込んで、
「日語借詞」という概念を打ち出した5)。王の言わんとするところは次の通りである―現代
中国語の中で、日本語から借りた語彙は基本的に科学技術関係の語彙を中心とするが、日
常生活に用いられる一般的な言葉にもたくさん見られる。『新名詞詞典』、『新知識詞典』
などの辞書を調べれば、その半分以上は日本語から借用したものである云々。これに対す
る反論が直ちに現れた。『中国語文』58年6月号に「現代中国語の中に、日語借詞がそん
なに多いのか」と題する張応徳の論文が載せられた6)。張論文によれば、「地主」「文法」
などの語彙は、もともと古代漢語にあるものであり、たとえ日本語から借り入れ、新しい
意味を持たせたとしても、「完璧帰趙（借りたものを少しも損なわずに帰す）」に過ぎな
く、中国語の「旧詞新義」と理解すべきである。また、「時間、優点、参考書」などの新
しい訳語も、日本人が漢字を使って西欧言語を訳しただけで、日本語の漢字「構詞法」だ
けでなく、中国語の「構詞法」にも合致している。こういった類のものに関しては、必ず
しも日本語から借り入れたものだとも言い切れない、というのである。なお、王論文で
は、「基本建設」、「居民点」などのような語彙は、直接日本語から来たものではないけれ
ども、中国人が現代日本語の「構詞法」を運用して造った言葉だと断定している。これに
対して、張応徳の反発はかなり猛烈なものであった。ここまで「日語借詞」を主張してし
まうと、中国語の新名詞の半分どころか、ほぼすべてが日本から借りたものとなってしま
うのではなかろうか、これでは民族文化の虚無主義に陥ることが避けられないと張氏は危
惧した。この議論は一旦収まったが、文化大革命の時期になって再び提起され、高名凱、
劉正琰、王立達らが提唱した「日語外来語」の研究は、「民族投降主義」、「文化虚無主義」
の代表として批判され、こういう方面の学術研究も窮地に追い込まれた。
今からこの論争を振り返って見ても、中国における日中同形語研究の立場の難しさを垣

間見ることができる。中国にとっては、「日語借詞」にしても、「日語外来語」にしても、
必ず中国民族文化の自尊心の壁とぶつかりあい、純粋に客観的、中立的な立場に立って学
術研究をはかることはなかなか困難な情況にある。片方、中国語が五・四運動の時期にお
いて、大量の外来語を日本から導入したことは客観的な事実である。この事実とどう向き
合うか、またどう取り扱うべきかは、我々の前に置かれた重い課題である。
現代中国語研究の第一人者の王力が、かつて次のように指摘したことがある。中国語が

外来語を大規模に取り入れた時期は過去二回ほどあった。一回目は、漢魏時代に仏教経典
から導入された仏教語彙であり、二回目は五・四時期に日本経由で導入された西洋語彙で
ある。「仏教語彙の導入は、中国歴史における一大事件ではあるが、西洋語彙に比べれば、
その差は何千百分の一であろう。」「アヘン戦争から戊戌変法までに導入された新語の数は
限りがある。戊戌変法から五・四運動までは、新語の増加が目立ち始めた。五・四運動以
後は、一方ではすでに流行していた新語が定着しつつ、もう一方では、日を追って増長す
る文化需要に応じて、新語が絶え間なく生産されつづけたのである。現在、一篇の政治論
文の中に、新語が往々にしてその七割以上を占める。語彙論的観点から見れば、最近五十
年間における中国語の発展の速さは、過去の数千年にも勝ることになるのである7)」。
例えば、次のような新しい語彙は皆日本語を介在して導入されたものである。“ ”
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（日音 rinpa，英語 lymph）、“ ”（日音Kurabu，英語 club）、“ ”（日音 ton，英語
ton，tun），“ ”（日音 sen，英語 gland）、“ ”（英語 science）、“ ”（英語
absolute）、“ ”（英語 symbole）、“ ”（英語 revolution）、“ ”（英語 economy
或いは economics）、“ ”（英語 politics 或いは polity）、“ ”（英語 consumption）
などである。検討してみれば分るように、これらの所謂「日語借詞」は、その構造、意
義、字形の面において、ほとんどのものが中国語と基本的に一致しており、一部の語彙は
古代漢語として日本に伝わったものであり、例えば、「政治」、「革命」などのように、日
本がそれを改造して西洋的意味に入れ換え、また中国に逆輸入されたものもある。さまざ
まなパターンがあり、情況が極めて複雑であるため8)、一概に「日本から借り入れた」の
一言では片付けられない。一部の研究者は構詞法の観点から、これらの語彙を「日語借
詞」と断定するにはたいへん難しいところがあると指摘している9)。
筆者の考えでは、これらの語彙は日中両国の言語に共有されているため、無理に区別す

ることは避けたほうが望ましい。なぜならば、我々が文法的、語法的構造の特徴からこれ
らの語彙の「国籍」を特定すること、即ち、どれが中国の古代漢語に由来するものか、ど
れが近代日本により改造・創出されたものかを見分けることがそもそも不可能に近いから
である。たとえ統計学的手法を駆使して、特定単語の文献学的初見を確定することが技術
的に可能だとしても、民族の自尊心を傷つける恐れが依然として残っている。国際的言語
研究としては生産的方法だとは到底言えない。むしろ、これらの漢字語彙は、長い歴史の
中で、日中両国民によって構築された文化伝統の一つであり、日中両国の文化遺産として
共有すべきものである。この意味から言えば、中国側提案の「日語借詞」、「日語外来語」
という概念よりも、日本側提案の「日中同形語」（中国の場合は「中日同形語」）の方がよ
り両国言語研究の実情に即していると筆者は考える。

2 . 日中同形異義語と魯迅作品
日中同形語の中に、特に留意すべき語彙がある。即ち、日中同形異義語である。それら

の語彙は、形の上では日本語においても、中国語においても同じであるが、各自の言語体
系の中に置かれたその語の性質や、品詞分類と意義などがそれぞれ違う様相を呈してい
る。例えば、「裁判、厳重、関心」などが挙げられよう。留学生が初めて相手国の言語を
学習する時、また、翻訳者が作品を訳す時に、時々誤解・誤訳をもたらす障害となってい
る例がしばしば見受けられる。これは、近年、コミュニケーション言語論の観点から、中
国の対外漢語教育と日本の外国人日本語教育の現場で盛んに問題提起されている10)。
このような日中同形異義語は、もう一つ重要な標記機能を持っている。というのは、

五・四時期に大量の「日語借詞」が日本から中国へ逆輸入された時には、これらの同形異
義語も他の同形語と一緒に流れ込んだと思うが、数十年経過した現在の時点に立って見れ
ば、大多数の同形語はすでに中国語に吸収され、中国の人々はそれを中国語固有のものと
同じように、まったく違和感なく日常生活の中で使っている。しかし、一部の同形異義語
だけが中国社会で吸収されないまま残されており、まるで満潮時に荒波に運ばれてきた石
が退潮後そのまま砂浜のあちこちに散在しているように、ひっそりと両国文化交流の過去
を物語っているかのようである。
前にも言及したように、これらの同形異義語は、構詞法などの文法的考察では、その属
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性を判別することがなかなか難しい。というのは、言語研究の目的は、言語現象の内的規
則を発見するため、研究対象となる言語素材をできるだけ抽象化して普遍性を持たせるの
が一般的である。しかし、「絶対」、「革命」などの語彙は、具体的な言語環境から隔離さ
れてしまうと、いったい中国語のものか、それとも日本語のものかを断定することはでき
なくなる。しかし、魯迅作品の用例に還元して見ると、これらは明らかに日本語から借り
たものだと言い切ることができる。なぜならば、魯迅は中国現代白話文の生みの親の一人
であり、彼が白話文を創作した時、中国文語文の「湯武革命」から取り入れる動機も必要
性も全くないのに対して、日本語から借り入れる条件は揃っていたからである。以上の理
由で、筆者は魯迅作品を研究対象とすることは、日中同形語の語源的考察にとって有効だ
と考えている。
なお、筆者が魯迅作品を研究モデルにしたことには、もう一つの動機がある。即ち、こ

の基礎的な整理作業により、日本語・日本文学が魯迅の文学創作に与えた影響を探ってみ
たいと思ったことである。魯迅は1902年2月に来日し、1909年中国に帰るまで、丸7年間
日本に滞在した。このことから、魯迅は文学創作の準備期間を日本で過ごしたと言っても
過言ではなかろう11)。しかしながら、魯迅自身が自分の日本留学に直接言及したことは極
めて少ない。『朝花夕拾』12)にある「紀念藤野先生」の一篇の外に、ほとんど断片的なもの
しか見られない13)。現在の魯迅研究では、若い頃の魯迅に関する資料は、基本的に実弟で
ある周作人および数名の親友の紹介文章に頼っている。ところが、周作人の『魯迅的青年
時代』14)などの著作を見ても、「魯迅在東京」に書いてあるような事実関係の紹介や、或い
は「関於魯迅」、「関於魯迅之二」のような文学成果の評価とその学術的・思想的源流の紹
介にとどまり、肝腎の日本語や日本文学と魯迅文学との関連についてはあまり触れていな
い15)。筆者が推測するには、恐らく、その文学創作における日本という背景は、魯迅や周
作人にとっては、まるで自らの足で踏んでいる大地と同じく、特別に取り上げるほどのも
のではなく、当然であり、自明な存在であるかも知れない。しかし、今日、我々の魯迅研
究にとっては、これらの背景材料の欠如は致命的な弱点になっている。
以上が筆者の魯迅研究の出発点であるが ､以下、魯迅作品における日本語的表現要素を

具体的に検討してみよう。

3 .「紀念劉和珍君」
魯迅の「紀念劉和珍君」16)は、1926年4月12日の週刊誌『語絲』第74号に発表されたも

のである。劉和珍（1904年－1926年）は元国立北京女子師範大学の学生であり、同年3月
18日に天安門で起きたいわゆる「三一八惨案」17)に参加したため、段祺瑞臨時執行政府の
警備隊に射殺された。魯迅は劉和珍と同時に遭難したもう一人の女子師範大学の学生楊徳
群（1902年－1926年）を記念するため、この文章を書き上げたのである。魯迅にとって、
劉和珍は自分の愛弟子の一人であり、また、いわゆる「女師大風潮」、学校当局との確執
の中でともに戦ってきた親友の一人でもあった。それゆえ、この文章はたいへん感情の込
もった力作となった。現代中国の中学国語教科書にも取り入れられ、若者の間で馴染みの
ある名文として、いまだに人気を博している。
しかし、この名文の中には、意外に多くの日本語的要素が使われている。筆者も中学生

時代に一応習ったことはあるが、当時はその中の日本語的要素をまったく意識しなかっ
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た。今日の魯迅研究者の中にも、恐らくそれを認識している人はあまりいないであろう。
以下、その中で最も有名な語句を紹介しておく。

これを原文の字句を残しながら直訳してみると、次のようになる。
　真の猛士は、敢えて惨憺たる人生に直面し、敢えて淋漓なる鮮血を正視する。
　沈黙よ、沈黙よ、沈黙の中で爆発しなければ、沈黙の中で滅亡するしかない。
これはまったく立派な日本語ではないであろうか。現代中国語では、「真的」は「
」、「猛士」は「 」、「直面」は「 」となるべきであるが、しかし、魯迅のこの名

セリフは日本語とまったく合致している。この種の表現例は、魯迅と周作人兄弟二人の文
章の中では、決してまれではない。筆者は、これを中国語と見るより、むしろ日本語の表
現を生かしたものだと考えたほうがより合理的だと思っている。
実は「紀念劉和珍君」の題名にも、日本語的要素が見られる。中国語における「君」の

使い方は、たとえば『楚辞』にある「湘君」、『戦国策』にある「春申君」などのように、
地位の高い人物に対する敬称である。しかし、日本語では、自分より地位の低い人、また
は年齢が若い人に対する呼び方にも使っている。劉和珍はかつて魯迅の授業を受講したこ
とがあるので、日本語の慣習によれば、魯迅が彼女のことを「君」と呼ぶのは当然という
ことになる。しかし、中国人でここまで「君」の意味を真に理解した人はほとんどいない
であろう。恐らく劉和珍が壮烈な死を遂げたため、「烈士」であるが故に「君」という尊
称が使われたと想像しているに違いがない。筆者はかつて東京大学のある教授から愚痴を
聞かされたことがある。その先生のところに、中国の若者から弟子になりたいという主旨
の手紙が来た。封筒には 「××××君　収」と書いてある。なぜ自分のことを「君」と呼
んだのか、その先生は不思議でたまらなかった。筆者による「君」の中国語の意味の解釈
を聞いてから、やっとなるほどとうなずいたのである。笑い話のようなこの例は、まさに
日中異文化ショックの好い例だと言えよう。
また、「出離憤怒」という言葉に対しても、中国人はなかなか理解しにくい。この言葉
は魯迅が「紀念劉和珍君」の中で初めて使ったため、人々の耳には非常にインパクトのあ
る言葉として響いた。今では四字成語に近いものになっている。筆者はかつてあるWeb
ページでそれをめぐる議論を見たことがある。ある人が「 （「
」はどういう意味ですか）」と聞いたのに対して、ある人は「

（憤怒から出て離れていく、即ち怒らなくなった）」、ある人は「
（桁離れの憤怒）」と答え、またある人は「

（これは魯迅が作った言葉だから、魯迅本人に聞きなさいよ）」とふざけていた。実は、人
民文学出版社版の『魯迅全集』にも、正式な中学の教科書にも、この言葉に対する注釈は
なかった。人々は文章の前後関係から、「憤怒の極まり」と理解しているのが実状のよう
である18)。しかし、日本語の「出離れ」、「出外れ」という言葉が元々「宿駅のはずれ、町
並などの尽きた所」という意味であることを考え合わせれば、魯迅の「憤怒の尽きたとこ
ろに来た」という原意はそれほど難解なものでもなかろう。
魯迅の「紀念劉和珍君」には、その他の日本語的表現要素も多用されている。問題を

はっきりさせるため、以下でそれらの文例を検討してみよう。一見して日本語から借り入
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れたことが分るものに対しては、アンダーラインをつけるのみにして、分析・解釈の必要
があるものは括弧をつけて簡単な説明を加えることにする。
①　

（「 」
は、深く味わうの意。中国語では通常使わない。「 」は、人間ではないこと、即
ち、悪魔や妖怪などの類、ここでは段祺瑞臨時執行政府のことを指す。中国語の「
」は一般に世間、世の中の意味になる。「 」は、日本語の「霊前」と同様の意味

である。中国語の中では「 」は幽霊のことを指すため、「 」、「 」、「 」、
「 」などの語彙はあるが、 「 」という言葉は一般的な使い方ではない。）
②　

（「 」は血の色。中国語の「 」は、たとえば人の
顔色がいいことを「 」と言うように赤い「色」を指し、日本語のように「血」
の色という意味では使わない。）

③　
 （「 」が日本語の「憚らず」に由来していることは一目瞭然である。たとえ

ば「 」のごとく、古代漢語の「 」は恐れるの意味である。現代漢語の中にも
「 」という言葉があるが、「 」という使い方は極めて稀であるにも拘らず、
魯迅作品には多用されている。）

④　

（「 」は、死亡すること。たとえば「 」、「 」など、古代漢
語と日本語は同じである。「恤」は，惜しむこと。古代漢語と日本語の両方に通用する。
『尚書』に「我后不恤我衆」とあるが、これを日本語漢文では「我が后我が衆を恤まず」
と訓読する。現代中国語では「不恤」の用法は極めて少ないが、これも魯迅がよく使
う。日本語では「うれえず」の使い方に由来するものか。）

⑤　 （「
」は、奮って前へ行くこと。中国語では「 」という。「 」とは余り

言わない。）

以上により、「紀念劉和珍君」の一編の中に、魯迅がどれだけ多くの日本語的表現を用
いているかが分った。考えてみれば、これは少しも不思議なことではない。なぜならば、
魯迅は南方の紹興市の出身者であり、北方言語に対する知識はもともと乏しいことが容易
に察知できる。彼が時には北方方言の「 （いい加減）」を「模胡」と標記したのもそ
れを証明している19)。言い換えれば、魯迅が自由に駆使できる言葉は、紹興方言以外は、
恐らく日本語であったと推察できる。また、魯迅にとって、文語体を書くことはなんら支
障がないが、胡適の主張した白話文の創作活動を行うとなると、かなり無理があったと言
えよう。彼が自分の把握するすべての言語知識を最大限に活用して、紹興方言、日本語、
文語などのそれぞれの言語要素を自らの文学創作の中に取り入れることは、当然であった
ろう。魯迅作品が現代白話文の典型となった今日、我々はその成果の輝きに目を奪われ、
却って事の真相を見失ってしまったのではなかろうか。
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4 .『野草』と『野草・題辞』
魯迅作品の日本語的表現は、決して「紀念劉和珍君」だけに見られるものではない。散

文集『野草』には、より広範囲で多様な文例が存在する。しかし、従来の見解としては、
これらの表現は独特な文体の風格を構成する要素と解釈され、日中同形語という視点から
の検証はなされていなかった。筆者が『野草』を瞥見しただけでも、少なくとも以下のよ
うな典型的な日本語的表現の例があった。前と同様、下線を付したところは日本語から借
りたものである。（以下同じ）

①　

（「肉
薄」は「肉迫」とも書き、日本語と同様に自分の体をもって敵陣に迫る意味で使われて
いるが、中国語ではこういう意味で使われない。｢暗夜 ｣ も、直ちに志賀直哉の名作
『暗夜行路』を思い浮かべるように、日本語であり、中国語では「黑夜」と言う。「
」については、古代漢語に「一擲千金」という成語があったが、現代中国語では「
」を単独で使うことはない。しかし、日本語では動詞として使い、最も有名なのは

「乾坤一擲」という用例がある。）
『野草・希望』

②　
（「 」は厳しい秋気が草木を損ない枯らすこと。このような使い

方では現代中国語にはない。）
③　 （「 」は、中国語では軽蔑すべきことを
意味するが、ここではみっともない、格好が悪いの意味で使われている。）
④　

（「 」については、中
国語では「 」、「 」と言うが、「 」とは普通言わないのに対
し、日本語には「完勝」や「完全な勝利」がある。）
⑤　

（「 」は、たとえば「捕虜を虐殺す
る」というように、日本語では「むごたらしい手段で殺すこと」の意味で使われるが、
中国語はあまり使わない。その代わり、「 」、「 」を使用する。周作人が数十年
後、「 」の中にこの文章を引用した際、わざわざ「 」を「虐待」に改め
ている20）。）

以上『野草・風筝』
⑥　

（「 」は、ただ一撃。内田百閒は「鮭の一撃」という文章を書いたこ
ともある21)。中国語ではこのような使い方はない。「其次」は、その次の意で、中国語
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の「接着」、「接下来」に相当する。）
『 ・ 』

⑦　

（「 」は「或る一種」で、中国語の「 」の意味。「依
次」は「順番に」という意味、中国語では「一个接一个」と言う。「屹立」は人が少し
も動かず直立する様相を言っているが、中国語では山や岩などにしか使わない。「粗暴」
は性質や挙動の荒々しいこと、乱暴なことを意味するが、この場合、中国語では通常
「粗野」と言う。）
⑧　

（ここの表現は中国語で読む限り、二転三転という奇異な婉曲な感じにもす
るが、日本語なら極普通な表現になる。もし本当に……であれば、……だが、……はま
だあるだろう。こんなに……になることはないだろう。）

以上『野草・一覚』

『野草・題辞』にいたっては、用語にしろ、構文にしろ、ほとんど全篇が日本語の構文
に暗合している。原文の字句をなるべくそのまま生かしながら、その代表的な段落を試訳
してみると次のようになる22)。驚くべきことに、その読み下し式の直訳は中国語原文より
もむしろ自然な文体になっているように思える。

①　 （私は沈黙している時は、
充実を覚え、私は口を開けようとすると、同時に空虚を感じる。）

②　
（過去の生命はすで

に死亡した。私はこの死亡に対して大歓喜を感じる。私はそれによって生命が曾って存
活していたことを知ることができるためだ。死亡の生命はすでに朽腐した。私はこの朽
腐に対して大歓喜を感じる。私はそれによって朽腐した生命が空虚ではないことを知る
ことができるためだ。）

③　

（天地がこんなに静穆であれば、私は大笑いしたり歌を歌ったりすることがで
きないだろう。天地がこんなに静穆でなくても、私はそれをすることができないかもし
れない。私はこの一束の野草を、明と暗、生と死、過去と未来の間において、友と仇、
人と獣、愛する者と愛さない者の前に献上し、証にしたい。）

④　
（私自身のため、また、

友と仇、人と獣、愛する者と愛さない者のために、私はこの野草の死亡と朽腐が速やか
に到来することを希望する。さもなければ、まず私自身が生存しなかったことになり、
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これまた死亡と朽腐よりもさらに不幸なことである。）
⑤　 （行け。野草よ、私のこの題辞とともに。）

筆者はここまで試訳してみた結果、一つ重要な事実に気づいた。それは、『野草・題辞』
の文章表現と日本語の間に何らかの関連があるに違いない、ということである。なぜなら
ば、偶然な暗合とは到底言い切れない部分があるからである。
魯迅の文章風格は「沈鬱」という一言で概括できる。鋭い思想的洞察力、抑圧された重

厚かつ憂鬱な感懐が、たぐいまれな言語表現で表され、魯迅特有な風格を構築している。
魯迅の言語表現は、決して流麗軽快なものではなく、渋味のあるもので、時には凛然とし
た風骨が現れる。まるで渓流が雑然とした山石の間を流れるように、でこぼこの中で、時
には奔突して激流となり、時には低回しながら渦巻きとなって、奇異な景観を呈して人々
を魅了する。これは魯迅作品に対する定評である。しかし、筆者は、魯迅作品の日本語的
表現要素を摘出し、これらを検討した後、もう一度魯迅の作品を読み直してみると、案外
に読みやすいと感じた。しかも、そこには、明治・大正時代に流行った文体と似ていると
ころが読み取れるのである。
そこから推論できるのは、即ち、魯迅作品の日本語的表現は、決して無意識の内に自然

に流露されたものではなく、それは作者の意図によったものだということである。

5 .「祝福」と『吶喊』
ここまで検討してきた「紀念劉和珍君」と『野草』はともに散文体であったが、次に視

野を『彷徨』中の「祝福」および『吶喊』などの小説にまで広げて、その具体例を挙げて
説明を付しておくことにする。
①　 （「最像年底」は、最もお正月らしいの意。）
②　 （「安住」は、安んじてとどま
ること、落ち着いてすむこと。日本語では「安住の地」などと良く言うが、中国語では
ほとんど使わない。）

③　 （「活物」は、活き物のこと。この場
合、中国語では普通「 」と言う。）

以上『彷徨・祝福』
④　 （これまた魯迅の名セリ
フである。中国人の挨拶語は普通「 」などあるが、天気を挨拶語として使
うのはおそらく魯迅が最初である。魯迅は、日本語の「今日の天気はいいですね」とい
う挨拶習慣から皮肉の意味を織り込んで造った言葉だと思われる。）

⑤　

（「死肉」は、死体の肉のことであるが、中国語では「腐肉」或いは「 」
と言う。「海乙那」は、ハイエナ。中国語では「 」と言う。）
⑥　 （「 」は、履
歴、経歴のことであるが、中国語では「 」、「 」と言うべきである。）

『吶喊・狂人日記』
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⑦　
（春、

夏、秋、冬という使い方は、古代漢語と日本語とは同じであるが、現代中国語では普
通、春天、夏天、秋天、冬天と言う。）

『吶喊・鴨的喜劇』
⑧　

（「 」は中国語なら「 」と言う。ここの「 」は日本
語の意見と同じ意味。中国語では普通「 」、「 」と言う。）
⑨　

（「議決」は、合議して決定す
ること。日本語ではよく使うが、中国語では「 」を使う）
⑩　

（この「 」は日本語の「消滅」の意味で使われている。中国語では他動詞であ
り、ここでは「消失」と言うべきである。「公表」は、おもてむきにすること、世間に
発表することで、日本語では普通に使われている言葉だが、中国語では「公表」ではな
く、「公布」を使う。）

『吶喊・端午節』
⑪　 （日本語には「発見」、「発
現」の両方があるが、中国語には「 」はなく、代わりに「 」、「 」を使う。
また、日本語の「発現」には中国語の「 」と同じ意味がある。）

『吶喊・故郷』
⑫　

（この「 」は、日本語の「厳重」
と同様、単に厳しいの意である。これに対して中国語の「 」は、程度の深刻さを表
す。）

⑬　 （中国語の「 」は性格を
形容する場合に使うのに対して、日本語では、「活発な議論」というように、動作のい
きいきしている様子を言う。ここでは後者の意味で使われている。）

以上『吶喊・孔乙己』
⑭　

（日本語の「美術」は、本来、芸術の一般を指し、現在では絵画、彫刻、
書、建築、工芸などの造形芸術を意味するが、この「 」は前者の意味で用いられて
いる。現代中国語ではこういう用例はない。「 」も「大抵」も日本語の「必須」、
「大抵」と同じ意味で使われているが、中国語ではこういう言い方はない。）
⑮　
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（「生人」、中国語の「生人」は知らない人のこ
と、「熟人」の反対の意味である。ここの「生人」という語彙は、魯迅が日本語の「生
身の人間」から作った新語かもしれない。）

⑯　

（「 」
は、現在の中国では使わないが、日本では「死滅」が普通に使われている。「就死」は、
もうすぐ死ぬこと。中国語では「将死」と言う。）
⑰　

（「 」は日本語
の「切迫」の意味に近い。ここで言う「 」は、中国語では「 」と言う。「不憚」
と「不恤」については、前に述べた通りである。）

⑱　
（「竟」は、おえる、おわる、最後の境界までとどくの意だが、中国語ではこう

いう用い方はしない。）
以上『吶喊・自序』

⑲　 （中国語で「 」とは言う
が、「决不定」とは言わない。日本語の「決定」、「決定しきれない」に由来するものと
思う。）

⑳　 Ｑ
（「 」は、日本語では「敵愾」と書き、

敵愾心という言葉はよく使われる。しかし、中国語では「 」という使い方はあ
るが、こういう用例は稀である。）

㉑　 Ｑ
（「乏」は、中国語では気力がないという意味だが、日本語ではとぼしい、

まずしいのほか、能力がない、つまらないという意味もある。ここでは「 」と
いう意味で使われている。魯迅はこの使い方を常用する。例えば、「

」23)。）
㉒　

（「 」は、日本語の「憮然」。中国語ではこういう
意味に用いない。）
㉓　

（中国語では「 」とは言うが「 」とは言わない。日本語の「たい
へん久しぶり」から来たと思われる。）

㉔　
（ここの「乏」も㉑の例と同様、つまらないの意味。）
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㉕　 Ｑ
（「前行」、魯迅が日本語の「前へ行く」を学んで造った

言葉、現代中国語なら「 」と言う。「一向」、中国語は「 」の意味であるが、こ
の「一向」は日本語の「一向に」に近く、全然、全くの意味である。中国語の「 」
は、たとえば「 」、「 」などのように受動的な意味であるのに対し、日本語の
「見る」は中国語の「看」と同じ能動的な意味を持っている。）

以上『阿 正伝』
㉖　

（「久」は久しくの意であり、「 」、「决定」、「一瞥」も日本語と同様
の意味に用いられている。「 」は高いところから下の騒ぎなどを見物すること、転
じて、直接関係のない気楽な立場で、事の成り行き傍観することを言うが、こういう言
い方は中国語では無理がある。）

『兔和猫』
㉗　

（この「地位」は、位の意味ではなく、存在する場所、位置を指
すが、中国語ではこういう使い方はできない。）

㉘　
（「 」に関しては、中国語で

は、離合詞ではないため、目的語を持つことができないが、日本語では、別れを告げる
の意味で、目的語を持つことができる。）
㉙　

（「水世界」や「雪世界」などの言い方は中国語にはない。「 」については
前述した通り。「不半天」は、日本語の「半日足らず」という意味。）
㉚　 （「很重的心」は、とても重
い気持ち。）

㉛　

（この「 」は他動詞として用いられており、中国語では普通「 」と言う。「水
气」については、中国語の「水气」は潮湿の意味であるが、日本語の「水気」は、水
気、みずけ、しめりけ、水蒸気、水煙の意味になる。「 」についても、中国語の
「 」は、夏時代の易、三易の一つであるが、日本語の「連山」なら、連なった山々、
連峰の意味に使われる。）

以上『社戯』
32　

（「煙突」は日本語。中国語では「
」と言う。）

33　
（「不平家」は、よく

不平を言う人のこと。日本語では「浪費家」、「健啖家」などの用例が多いが、中国語で

－ 67 －



島根県立大学『総合政策論叢』第10号（2005年12月）

は、悪い事物については、あまり「家」とは言わない。）
34　 （「吐出」は、日中両国とも口また
は胃の中にあるものを外へ吐き出すの意味だが、日本語の方は、（いちどきに）内から
外へ出すという意味もあり、ここでの原意に近い。）

35　
（「主人」は、中国語の場合、「店主」、もしくは「老

板」と言う。「臭味」は、身に染み付いたよくない気風・気分の意味。これは明らかに
日本語の意味と共通している。古代漢語では日本語と同じ意味で使われていたが、現代
中国語は臭みの意味にしか使わない。）

36　
（この「 」は、中国語では特定でない

ものの複数にしか使えない。例えば、「 」と言えるが、「 」、「 」と
は言えない。しかし、ここでの使い方は、日本語の「たち（達）」、「ら（等）」の使い方
と同じで、明らかに日本語の影響を受けている。）
37　

（「看客」は観客、見物人で、特に、映画・演劇などを見る人を指す。中国語では普
通は「 」と言う。しかし、魯迅は「看客」という言葉を常用する24)。）

38　 （八一嫂のこと）
（「 」は、中国語の場合、「 」と言う。「 」は突通

ることができないこと、ここではイメージが繋がらない意味である。）
以上『風波』

39　

（「故人」は、 に「 」とあるよう
に、中国語では昔の人の意である。しかし、ここでは日本語と同様に「死去した人」を
指す。この「 」は、日本語の「弾丸」と同じ意味。中国語の「 」は泥丸を指
し、いわゆる銃の弾を指すなら「 」と言う。）
40　

（「
」の場合、中国語では「非……不可」のような否定形にしなければな

らないが、日本語では「……でなければ、……である」という言い方が可能である。
「 」の場合も、中国語では連用できないが、日本語では「……かもしれないた
め」という意味で連用できる。）

以上『頭髪的故事』
41　

（「一呼吸」は、中国語では「一次呼吸」と言う。）
42　

（「便宜」は、日本語ではその場合に
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応じて、都合のよいように処理することを指す。中国語でも「便宜 biàn yí」と発音し
た場合は、日本語の意味と同じだが、多くの場合は「便宜 pián yi」と読み、「安い」の
意味に使う。）

43　

（この「缺陷」は、欠けて足りないもの、不足、不備、
欠点のことであるが、中国語の「缺陷」は、主に商品の不備、人の性格や生理的な欠陥
を指す。ここの場合は「缺憾」を使うのが一般的だと思う。）

44　
（「 」は、副詞として使われている。中国語では「 」という

言い方のほうが一般的であるが、日本語では「思わず知らずすること」の意味で使われ
る。）

以上『明天』

ここまでの文例分析から分るように、魯迅作品における日本語的表現要素は、決して単
なる逆輸入ではなく、魯迅が独創的にそれを中国語の有機的な一部分として創り上げたと
いうことである。魯迅の取った手法は次のような三つのパターンに分けることができる。
一、日本語の語彙をそのまま使う。二、日本語の語法的構造原則を鑑みにして、独自な新
語を作り出す。三、語彙だけではなく、文法や表現習慣まで、日本語的な栄養分を文脈の
中に巧みに織り込んでいたもの。この三つの手法を使い分けることによって、魯迅は中国
現代白話文の典型を模索し、創り上げたのである。

結び
以上、魯迅の主な作品を中心に分析した結果、魯迅作品には日本語的表現がたくさんあ

ることが明らかになったと言えよう。もちろん、本稿の分析はたいへん簡略で、限定的な
ものである。しかし、この手法で魯迅の全作品を分析して見れば、より多くの例が浮かび
出てくることは確かであろう。
最後に、本稿の意図について、もう一言を付け加えたい。筆者は魯迅作品にある日本語

的表現要素を指摘してきたが、それは少しも魯迅作品の価値に疑念を抱くことを意味しな
い。魯迅作品はすでに現代中国の国民文学的典型となっている。彼の手によって取り入れ
られた日本語的表現は、すでに中国文化の一部となった。例えば「全然」、「 」、
「 」、「 」などの類のものは、枚挙にいとまない。
文化は発展するものであり、限定するものではない。今さらこれは日本のもの、あれは中
国のものと断定する必要もない。たとえ断定しようとしても、必ず不毛な議論に終わるに
違いない。筆者の主旨はむしろ次の一点を強調したい。即ち、魯迅作品にある日本語的表
現要素を通して、我々は今日学ぶべきものがある。それは、異文化交流が自らの民族文化
を豊かにすることができ、また、発展させる原動力にもなり得るということである。
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24）例えば、『 』自序：「

」また、『阿Ｑ正伝』結尾の阿Ｑ刑場へ行く場面。「 Ｑ

Ｑ 」

キーワード：魯迅　日中同形語　中日同形語　日語借詞　出離憤怒

（CHEN Zhongqi）
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